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図2 サイクリックボルタンメトリによるイオン液体
の電気化学窓評価8,9)
(a)[C2C1pyrr] [(FH)2.3F], (b)[C2C1im] [(FH)23F], 
(c)[C2C1im] [BF4], (d)[C2C1im] [N(S02 CF3)2J 
表1 代表的なフルオ口ハイドロジェネー卜イオン液体の物性a
12 
融点 密度 粘性率 イオン伝導率
イオンi夜体 （ガラス転移点） (298 K) (298 K) (298 K) 
/K /g cm・3 /mPa s /mS cm 1 
[C1C1im] [ (FH) 2 3 F] 272 1.17 5. 1 110 
[C,C1im] [ (FH) 2 3 F] 208 (148) 1.13 4守9 100 
[C1C1im] [ (FH)2 3 F] (154) 1.08 19.6 33 
[C2C1pyrr] [ (FH) 2 3 F] 観測されず 1.07 9.9 75 
[C101C1pyrr] [ (FH) 2 JF] 観測されず 1.13 7.9 75 
CP:m.,J [ (FH), 1 F] 218 (166) 0.999 28 12.4 
[S,1] [ (FH) I 9 F] 242 1.18 7.8 131 
。これらのデータについては文献8,9, 12, 13, 19）を参照。 C1C1im+=1,3一dimethylimidazolium,C2C1im + = 1-ethyl-
3 methylimidazolium, C4C1im + = 1 butyl 3 methylimidazolium, C2C1pyrr + = N-ethyl N-methylpyrrolidinium, 
C101C1pyrr・ = N methoxymethyl N-methylpyrrolidinium, P22,+ = triethylpentylphosphonium. S11/ = 
trimethylsulfonium 
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C=It/wV (C キャパシタンス， I目電流， t：放
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流は l目5V vs. Fc+/Fc付近から減少した（図 4
(b））。これに対応するカソード電流はカソードスキ
ャン中に， 1.0V vs. Fc+/Fcより卑な電位で観測
された。クーロン効率は，折り返し電位が1.7V
vs. Fc+/Fcの場合は90%であるが，＋1.5 V vs. 



































































充電電圧（測定手法）／V /Fg-1 /Fg-1 
全体 ファラテゃー 全体 ファラデー
0.5 （インピー ダンス） 150 。 140 。
0.5 （充放電） 140 。 130 。
1. 0 （充放電） 157 17 147 17 
1. 5 （充放電） 195 55 160 30 
2.0 （充放電） 256 116 203 73 
2.5 （充放電） 290 150 246 116 
。これらのデー タについては文献20）を参照。ファラデー 反応に起因するキャパシタンスは0.5V 
におけるキャパシタンスがすべて二重層の充放電に起因し，この値に電圧依存性がないとして計
算したものである。充放電時の電流密度ー 238mAg一l



























H2+6(FHF）→4 (FH) 2F + 2e (1) 
カソード（酸素極）反応
1/202 + 4 (FH) 2「＋2e
→6FHF +H20 (2) 
全反応
















なった29）ため，おもに［C2C1pyrr] [ (FH) u F］を
使用するようになった。代表的な例として，図6













(GDE, 1.0 mg Pt cm" on carbon paper）を使用
し，アノードに乾燥水素．カソードに乾燥酸素（と
もに 10ml min 1）を流した＝図7に単セルの25
～ 120℃における電流電圧（i一円曲線と電流一





















[C2C1pyrr J [ (FH) 1 7 F］と HEMA(2ー ヒドロキシ
エチルメタクリレート）モノマーを混合し，多孔
質支持体内でラジカル重合させることでコンポジ
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図6 [C2C1pyrr] [ (FH) 1 1F] /PVdF-HFP (7 : 3,6 : 4, 5 5重量比）コンポジ‘ッ卜
電解質膜のイオン伝導率の温度依存性（アレニウスプロット）
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図7 [C2C1pyrr] [ (FH) I 7 Fl /PVdF-HFP (7・3）コンポジッ卜電解質膜を用いた
単セルの無加湿発電試験における i-V曲線およびi-P曲線
温度： 25～120℃，アノードおよびカソードの触媒量・ 1.0mgPt cm 2o 
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図8 [C2C,pyπ］ [(FHトー F]/HEMA (9 : 1モル比）をポリイミド製多孔質支持体中へ充填したコ
ンポジット電解質震を周いた単セルの無加湿発電試験における i-V曲線およびi-P曲線
温度： 25～120℃．マノ－ ：－・正当よア守ソー ドの触媒量一 1. 0 mg Pt cm -Io 
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